
○２３番（大條雅久）（登壇） 自

民クラブの大條雅久です。 

 昨年12月の議会質問で取り上げま

した平成16年災害に関する記録が新

居浜市の公式ホームページに結構詳

しく掲載されており、ほっといたし

ました。災害後20年以上たち、私た

ち自身の記憶の風化だけでなく、災

害後に生まれた世代に対する災害体

験の継承、伝承が課題に感じていま

したからよかったと思います。当

時、10を数える台風が日本列島に来

襲、上陸したこと、ふだんの年なら

台風の進入が珍しい瀬戸内海側の愛

媛に５つもの台風が来襲した、未曽

有の災害であったこと、そして

120年前の明治32年に、当時の新居

郡や宇摩郡、現在の東予地区東部が

被災した別子大水害にも匹敵する大

風水害であったことは、今後も長く

記録にとどめていただきたいと思い

ます。 

 特に、今回、平成16年の災害を掲

載していただいているホームページ

を拝見すると、ＰＤＦの資料は、グ

ラフや写真、地図を使うことで、被

害の状況がより具体的で鮮明に読む

方に伝わると思います。私も台風

21号で起きた土砂崩れで４人の犠牲

者が出た大生院の現場の被災写真を

ホームページで拝見し、当時、救助

活動に携わられた消防団員の方が、

救助活動中の二次災害を防ぐため、

現場に到着したが、すぐには救助活

動にかかれなかった悔しさを語って

いたことを思い出しました。ＰＴＳ

Ｄとも言える感情が直接被災した

方々だけでなく、救助に携わる職員

や市民の方にも容赦なく迫る苛酷な

災害が、自分自身や家族に、そして

身近な地域の方々にいつ降りかかる

か分かりません。平穏な日常が過ご

せる平時にこそ、不断の防災・減災

意識の醸成が大事と思う次第です。 

 それでは、通告に従い、質問に入

ります。 

 前回の議会質問では、災害時への

備えや大災害時の対応を中心に質問

させていただきましたが、今回は少

し視点を変えて、日常生活の中で起

きる不安や不満、日常生活での困り

事について、行政の対応や備えにつ

いてお聞きいたします。新居浜市と

してのお考えや今後の対応方針につ

いて御答弁いただきたく存じます。 

 まずは、防犯灯の故障対応につい

てです。 

 防犯灯が昼間でもついたままだが

大丈夫か、防犯灯が夜になっても点

灯しない、大丈夫か、危険だから修

理してほしいといった要望や防犯灯

の修理を市役所に依頼したが数週間

かかると返事された、事故や犯罪が

起きないか心配だとの御意見を聞く

のですが、最近、防犯灯の不具合が

増えているといったことがあるので

しょうか。また、防犯灯の維持管理

に関して以前と変わった事情がある

のでしょうか。二、三年前とは対応

が変わったようだとおっしゃる方が

いました。防犯灯の維持管理につい

て、３年前と現在では事情が変わっ

ているのでしょうか、御説明くださ

い。 

 現在、新居浜市内に設置されてい

る新居浜市管理のＬＥＤ防犯灯は約

9,100基とお聞きしています。そし

て、そのＬＥＤ防犯灯の９割、約

8,200基は平成26年に一斉にＬＥＤ

に交換されたものです。ＬＥＤ防犯

灯の寿命は一般的に６万時間、約

10年から15年とされています。今年

で新居浜市内のＬＥＤ防犯灯が一斉

に設置されてから12年目を迎えま



す。点灯不良の故障や照明器具とし

ての耐用年数が尽きたと判断される

防犯灯の不具合発生はどのような模

様でしょうか。ＬＥＤ防犯灯本体の

故障ではなく、電力会社が所有者に

なっている自動点滅器の不具合や寿

命が原因の修理が多く発生している

とお聞きしたので、調べてみまし

た。一般社団法人日本照明工業会の

ホームページに、防犯灯、街路灯の

自動点滅器は適正に交換しましょう

と題するページがありました。自動

点滅器の役割は、夜暗くなったら自

動的に防犯灯や街路灯を点灯させ、

朝明るくなったらそれらを消灯させ

るものです。自動点滅器の耐用年数

は長寿命型で10年から15年、ＪＩＳ

規格に規定する性能が維持できるで

あろうと言われる期間は８年から

10年とのこと。ＬＥＤ防犯灯本体の

交換修理より、従来は自動点滅器が

原因の修理のほうが多かったという

理解でよろしいのでしょうか、この

点も御答弁ください。 

 しかし、これからは、ＬＥＤ防犯

灯本体の耐用年数が近づいています

ので、ひょっとするとあちらこちら

で一斉に暗くなっていくとか、幾つ

もの防犯灯が同時期に点灯しなくな

るといった事態が起きるのではない

かと危惧しております。ＬＥＤ照明

の性質としては、白熱球のように寿

命が尽きてぷつんと消えてしまうの

ではなく、明るさが８割、７割とだ

んだん弱くなる、明るくなくなるの

が特徴だそうです。一斉に暗闇にな

るわけではないのですが、耐用年数

が過ぎて、だんだん暗くなっていっ

て、気づいたときには防犯の機能や

安全確保の機能が低下していたとい

うのでは残念なことが起きるかもし

れません。今後のＬＥＤ防犯灯の維

持管理について、新居浜市の対策な

り計画について説明を求めます。御

答弁よろしくお願いいたします。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。沢田市民環境部長。 

○市民環境部長（沢田友子）（登

壇） 大條議員さんの御質問にお答

えいたします。 

 防犯灯についてでございます。 

 まず、防犯灯が故障した際の対応

についてお答えいたします。 

 本市では、平成26年から令和６年

までの10年間、ＬＥＤ防犯灯に関す

るリース契約を締結しており、この

期間中に防犯灯の不具合が発生した

場合には、契約事業者が一括して修

繕などの維持管理を行う体制として

おりました。 

 しかしながら、当該リース契約が

終了した令和６年12月以降につきま

しては、リース契約更新は行わず、

市が個別に修繕する体制へと移行し

ております。 

 防犯灯に不具合が生じた際には、

まず自動点滅器の点検及び修繕を四

国電力送配電株式会社へ依頼し、そ

の対応後もなお不具合がある場合に

は、別途電気工事業者へ防犯灯本体

の修繕を依頼する手順により対応し

ているところでございます。 

 次に、防犯灯の寿命についてでご

ざいます。 

 防犯灯の不具合の件数につきまし

ては、過去３年間の自動点滅器の交

換件数は、令和４年度117件、令和

５年度106件、令和６年度126件でご

ざいます。また、防犯灯本体の交換

件数は、令和４年度ゼロ件、令和５

年度４件、令和６年度12件となって

おります。これらの状況から、防犯

灯の不具合の約90％が自動点滅器に

起因しており、従来から防犯灯本体



よりも自動点滅器の故障が多い状況

となっております。耐用年数を踏ま

えますと、防犯灯本体や自動点滅器

の交換件数は今後も増加していくも

のと想定しております。 

 次に、防犯灯の維持、整備の計画

についてでございます。 

 本市では、防犯灯の不具合が報告

された際、その原因を分析するとと

もに、定期的に照度の測定を実施す

るなど、平素より防犯灯の状態把握

に努めております。 

 今後の維持管理につきましては、

先ほど申し上げましたとおり、電力

会社や電気工事業者と連携しながら

適切な保守管理を継続してまいりま

す。 

 また、今後の整備計画につきまし

ては、不具合報告の件数の推移や照

度低下の状況などのデータを踏まえ

ながら、市民の安全確保を最優先

に、更新、整備を行うべき適切な時

期や方法を検討しながら進めていく

予定でございます。 

○議長（田窪秀道） 大條雅久議

員。 

○２３番（大條雅久）（登壇） 既

に検討を始められてるということで

ひとつは安心なんですが、現在の修

理の段取りをお聞きしましたとこ

ろ、ほぼ防犯灯の故障の９割が自動

点滅器にあると、自動点滅器は四国

電力所有だから四国電力に直してい

ただかないかんということは理解い

たしましたが、四国電力送配電ネッ

トワークコールセンターへ連絡をし

て、点検及び交換が必要かどうかの

結果は２週間以内に報告を受けると

担当課からお聞きしました。２週間

は防犯灯は消えたままで仕方がない

というふうにお考えなのか。この２

週間って結構地域にとっては長いで

す、いや、２日、３日でも怖いで

す。ふだん明るかった交差点、ふだ

ん明るかった自分の住宅地の街角が

真っ黒になる、それが１日じゃ終わ

らない、10日、14日かかるんでしょ

うか。現況、これらへの対応につい

ての改善はどうされようとしてるの

か、お教えください。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。沢田市民環境部長。 

○市民環境部長（沢田友子）（登

壇） 大條議員さんの御質問にお答

えいたします。 

 防犯灯の修繕期間の改善というこ

とへの御質問だと思います。 

 現在、市民の皆様から防犯灯の不

具合があるというふうな連絡をいた

だきました場合には、これまでは四

国電力のコールセンターに電話をし

て不具合の修繕依頼をしておりまし

たが、現在は電話依頼からチャット

での依頼に変更して、少しでも対応

の時間をスピーディーに進めるとい

う対応に変更しております。また、

四国電力送配電の内部での連絡体制

を強化してもらうように協議をいた

しまして、２週間という修繕期間、

これをちょっと超えるような対応も

これまでにあったということも伺っ

ておりますので、その２週間という

期間以内に対応していただくように

協議を進めたところでございます。 

○議長（田窪秀道） 大條雅久議

員。 

○２３番（大條雅久）（登壇） 防

犯灯の修繕に関してはまだまだ検討

の余地があると思いますし、四国電

力にも御都合があるんだと思いま

す。 

 ただ、さっき言った自動点滅器が

故障している、それを交換して直れ

ばいいんですが、そうでない場合



は、今度は改めて電気工事の指定業

者さんに依頼をして交換してもらう

と。トータルで対応のスピードアッ

プという意味では工夫をぜひしてい

ただきたいし、この３年以内に

9,000近くのＬＥＤ本体の寿命が来

るだろうと、ぜひこれに対してどう

されるのか、検討を早く進めていた

だくことを御依頼申し上げます。 

 


